
        信 大 韓 国 語 講 座 主催 第1回 韓 国 研 修 旅 行報 告

                          延 鎮淑(よ ん じんす く)

                     (信州大学 共通教育センター 外国人教師)

1.は じめに

 ハ ングル を受講す る学生 は、言葉だけでな く、韓 国の文化 と歴史は もちろんのこと

韓国に住 んでい る人々に も大きな関心を持っている。最近、 日本では、数年前に比べ

て韓国に関す る情報が、かな り目につ くよ うにはなった と思 うが、それは私か ら見て、

ある意味で偏 っているふ しもある。 中には誤解を招 きかねないものもある。 このよう

な情報に頼 るよ りは、 日本か ら最 も近い国内旅行の感覚で行 ける国でもあ り、また学

生た ちか らの強い要望 もあって、実体験の出来る韓国の修学旅行を計画 した。

2.旅 行 の 閣的

 まず、授業 で習った韓国語 を現地で使ってみよ うとい うことを第一にあげる。韓国

に行 って、 目に入 って くる韓国の文字が読めるとい う喜びや言葉が通 じる喜びが体験

出来れば、もっ と韓国語 を勉強 したい とい う意欲がわいて くるのではと思 った。また、

日本 の中には韓国に対 して、偏見 を持 っている人々がいる。 学生の中にも偏見を持っ

ている者 がいないわけではない。偏見は、相手について知 ろうとせず、何 の根拠 もな

しにただの偏見 を持 っている場合が多い と思われる。相手 を知 るためには、相手 と接

してみ ることが大事であ る。そ こで、韓国の有 りのままの姿を直接見、経験 し、その

偏 見をな くして、友好を促進す る機会になれ ば、いい と思 った。

3.旅 行 の概要

 旅行 の計画については、旅行の実行半年前か ら口頭で説明 し、出発 の2ヶ 月前 に募

集を始 めた。希望者 は大勢いたが、 日程の都合で最終的に16名 になった。 この 中には

ハ ングル の学習経験のない学生 も含まれてい る。

期間:2000年3月21日 ～2000年3月28日(7泊8日)

対象:韓 国関係の講義 を受講 している学生

人数:16名(人 文:8名 経済:5名 農:3名)

費用:6万5千 円(飛 行機往復運賃 、宿泊、食事、入場料)
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4.旅 行 闘程 と研修 内容

1)1日 園(3月21日)

 午後4時30分 、学生たちの乗った名古屋発14時30分 のOZ 121便 が無事に ソウル金

浦空港に到着 した。私は二 日前に韓国に入国 して、空港で学生たちが入国手続 きを終

え、出てくるのを待っていた。学生たちが出て、空港 でメンバー全員の顔合 わせ を し

た。初対面の人 も少な くなかった。 こ うして研修旅行 は始まった。

 初 日、移 動手段 は地下鉄だった。電車は折か ら夕方の ラッシュと重な り満員だった

ので、大勢での移動は容易ではなかった。地下鉄に乗ってみ ると、聞 こえて くるのは

韓 国語ばか りで、 しば らくす ると、 ライ ター を売る人が現れて商売を始める。 日本で

はあま り見 られない光景なので、学生たちは、やは り韓国に来ていると改めて実感 し

たよ うだった。

 夕食は、 ち ょっとしたパ フォーマンスzを 見せて くれ る焼肉屋に した。何 回で もお

代 わ りがで きるキムチにみんな大満足 していた。学生たちは店の人に韓国語 でお礼が

言えた。食事が終わると、宿泊先へ向かった。 ソウル市内の鐘路3街 にある旅館であ

る。3人 が1グ ルー プにな り、相部屋 に泊まった。旅館が 日本 とは違 う雰囲気 でみん

な驚いて、興味津々に他 のグループの部屋 を約束で も した ように見回 っていた。初め

てオン ドル(床 暖房)も 体験で き、 とても喜んでいるようすだった。

2)2日 日(3月22日)

 朝食は、宿 泊先の前 にある屋台で トース トを食べて簡単に済ませ た。飲み物な ど身

の回 りの買い物 は、学生たちがそれ ぞれ各 自でや るこ とに した。韓国は消費税がない

ので、その用意 を しなくてもいいか ら楽だと言 う学生 も中にはいた。

 9時 にタ ップ コル公園で韓国の漢陽女子大学 日語通訳科の学生 と待 ち合 わせ を し

た。一 日中交流 を兼ねて、ソウル市内の案内を しても らうことに していた。注意事項

を聞いた後 、それぞれ グループに分け、グループごとに自分たちが決 めた 目的地に向

かって出発 した。

 集合 は、午後5時 同 じ場所 にした。帰ってきたみ んなの顔 には変化が見えた。 出発

の時は初対面だ とい うせい もあって、表情が硬 かったが、集合の ときは、皆楽 しさい

っぱいの顔 だ った。解散 の後 も、写真 を撮った り互いのア ドレスを交換 した り大変い

いムー ドで私まで うれ しくなった。

 国際交流 とい う言葉をよく耳にす るが、本 当の国際交流の始ま りは個人 と個人の交

流か らだ とつ くづ く思った。同 じ年代の外 国人 と話す ことは、貴重な体験になるにち

がい ない。学生たちは、この企画 を通 して 日本 と韓国の大学生の違いがよくわかるよ

うにな り、案内 をして くれた学生 たちの 日本語の実力に刺激を受け、 自分たちももっ
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と韓国語の実力 をア ップ しよ うと決心す る姿 も見 えた。実際に現地で韓国人に触れ る

ことにより、"色 々な話を聞いて韓国についてわかって来た、今 まで思い込みで見て

いた韓国についての見方が変わった"と 言っている学生 もいた。

 夜 は、韓濁の圏際交流支援団(国 際交流支援活動及び、通訳 ・翻訳奉仕活動団体で

在韓外国入に正 しい韓国のイメー ジを与えるための民間奉仕団体)が 開いて くれた歓

迎 会に参加 した。 この会は和気謁々の雰囲気でいろいろな話ができ、参加者皆大満足

を したようだった。団員たちの力強 さを感 じ、私 も頑張るとい う気に させ て くれた よ

うだ。

   ソウル付近

  「ララルφ型    . 習:暁蒜野㌧

                        ・   珊               ・～妻硬顯
    滋                      購◎ 麟        謝蝋
                         ◎餓汀        麟   ド

  

                            駅 臨 蜜壕  慶

3)3欝 翻 (3規23欝)

 みんなが待 っていた韓国 と北朝鮮 の国境である板門店 を見学す る 日が来た。前 日、

ジーパ ンは着用できない との情報が入 り、ズボンを購入 した学生 もいた。理 由は、一

言 でい うと板門店は遊び場ではないとのことだった。

 韓 國人が板門店 に行 くためには、特別 な許可が必要なため学生たちだけの見学にな

った。 ソウルか らガイ ドがついていたので、学生たちも安心 して出発す ることができ

た。現在、韓国 と北朝鮮は、初めての首脳会談の後、離散家族の面会や長官級の交流

な ど平和に向けての動 きが活発である。 しか し、見学の当時は、そ うい う動 きが全然
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なかったためか戻 ってきた学生たちの表情は国境 の緊張感 を物語 っているよ うに見え

た。

 学 生の話に よれ ば、板 門店に着 くと、まず如何なることがあっても責任 を問わない

とい う誓約書を書か され る し、持 ち込み にも制限があ り、北朝鮮軍を刺激す る恐れ が

あ るか らとい う理 由で傘す ら禁止 になっていたそ うだ。

 歴 史の授業で国境線 については勉強 したが、聞くのと実際に行って見るの とはまっ

た く違 っていて、当た り前のよ うに思っていた現在 日本の平和 のあ りがた さを改めて

感 じる機会にな り、そ して学生たちは一 日でも早い統一 を願 う人々の気持 ちが理解 で

きた ようだ。今 回の旅行 で最 も満 足度の高い体験 になったよ うである。

4)4日 頃(3月24日)

 ソウルか ら離れ 、貸切バスで忠清南道の天安にある独立記念館へ向かった。 この記

念館 は、外国の侵略に抗 して艮族の 自主 と独立を貫いてきた朝鮮民族の国難克服史 と

国家発展史に関す る資料 を収集、展示す ることによって、国民の民族精神 と国家観 を

確 立することを 目的 として1987年 に建て られた記念館である。

  中部地域      、 伽         購・漏 、                                    動蝿剛

 (独立記 念館 ・清 州)              一                  
輪痩e          ,                              [ ∴

                 ・轡 駕(ミ)械鞭響・朗 號麺  総 癬(ゆ)
               ・細 ・・ 難。  。義 麟 翫道 ぐ一・㍉ ハ1

        一   が 謬 ∴瓢 蕊鮒一 飯撫lllン!㌦

鯉雛ご
                 灘 昌 ㌦ ㈱    墾 モ♪醜

 この記念館では、韓国の民族性 はもちろん歴史を一 日で把握す ることができる。 日

本か らの高校生修 学旅行 団体 もよく訪れる ところでもあ る。学生たちに一番印象 に残
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ってい るのは、やは り植 民地時代 の歴史展示館 のよ うである。歴史の授業な どでは聞

いたこともない事実に衝撃を受 けたよ うだった。過去の歴史 をめぐって 日 ・韓 の間に

は、様々な問題 があるが、個人 と個人の交流 には何の障害 もなく、個人 レベル の交流

が両国の交流の改善に繋がっているのである。

 独立記念館 を出て、清州へ向かった。清州は私の出身地で もあって、 ここでパ ック

ツアーでは経験 できない ことを色々企画 した。まず、銭湯を体験 して もらうことに し

た。銭湯では、垢す りもしても らった。隣の人が冷水を汲んでくれた り、親切 にして

もらって、お互いに言葉は通 じな くて もうれ しかった と言っていた。その後、美容院

に行 きたいグループ と眼鏡の作 りたいグループに分かれて行動 を した。特 に美容院は

腕 もいい し、何 より日本の10分 の1の 料金 でカ ッ トができるところか ら特に希望者

が多かった。

5)5闘 圏(3規25日)

 朝食の後、慶尚南道の慶州 に向かって出発 した。慶州 は朝 日の光が最 も早 く照 り輝

く土地 と言われ、新羅王国時代の都 であ り、新羅が三国統一 を成 し遂げた当時には朝

鮮 半島全体の中心地で もあった。数多い遺跡 と国宝を保有 し一千年の新羅の歴史 を伝

えてきた ところである。 「壁 のない博物館」 とも言われている。

 慶州 に到 着 したのは、午後2時 過ぎだった。先 に 「韓国餅のまつ り」に行 った。韓

国伝統 の御餅 とお酒 が展示 され て試食 も出来る祭 りだった。 ここでは、 日本の もの と

は異なる色々な種類 の御餅 を試食 して、一部の学生は韓国伝統の遊び3も 体験 した。

日本の祭 りと比較を しながら韓 国の祭 りの雰囲気 を味わ うことが出来た。

 慶州 見学の初 日を終え、二 日間泊まる予定の通度寺に向かった。長時間バ スに乗っ

て移動 したので、学生たちは疲れが出たよ うで車 中眠っている者 も多かった。40分後、

お寺に到着 した。周 りは山ばか りで何 もない ところだった。お寺でお坊 さんたちと同

じ食事 を してか ら部屋 に案内 された。大きい二つの部屋に男子 と女子 に分かれて泊ま

ることに した。

 大 きい部屋でみんないっしょに寝て、いろいろな話が出来、親密 さが ぐん と増 した。

6)6日 日(3月26日)

 通度 寺では明け方、礼拝が行 なわれていて、学生の うち何人かはそこに参加 をした。

午前 中は、お坊 さんの法話 を闘いたあ と、お坊 さんに死後の世界や輪廻 などについて

日頃疑問に思っていたことを数多 く質問 してとても充実 した時間 となった。その後、

お寺の中を案内 して もらった。通度寺は、韓国仏教曹渓宗の本寺であ り、仏陀の眞身

舎利 を所蔵 してい るため韓国三宝寺刹 の中の仏宝宗刹で もあるそ うだ。 うっそ うとし

た森林を背景に して大雄殿 な ど建築物が70も あった。お坊 さんが詳 しく親切 に案内を

して くれて楽 しく見学が出来た。
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 昼食はお寺で済ま して再び慶州へ向かった。先ず訪れた ところは石窟庵だ った。高

さ3.48mの 如來坐像が安置 された石窟庵はi51年 、当時宰相だった金大成 によって創建

され た。国宝に指定 され た石窟庵は韓國仏教芸術の代表作で世界的 にその評価 が高い。

  東南部地域

  轡 ∴ 認 薪

               ξ     1  。諭 由
               轟 槻齢∫                         !

 入Qか ら石窟庵までは、散歩道 になっていてみん な学校にいるとき とは違 って、活

気の溢れ る顔 を して清清 しい面持 ちで歩いた。石窟庵 を見学 した後、新築の仏教会館

法堂の屋根 に使 う瓦に今 回参加 したみんなの健康を祈 って、それぞれ記名 を した。石

窟庵 を出 ると、土産物屋 がた くさん立 ち並び、そ こをのぞいてみることに した。 潤本

人観 光客が多いため 日本語が話せ る店の人が、H本 人だ と知って、学生たちに 日本語

で話 しか けて くる。学生たちは、自分たちが覚 えた韓国語で話を していたので見てい

て微 笑ま しい気持 ちになった。

 次は、石窟庵 と同 じ時期 に立て られ た仏国寺に行 った。新羅時代の仏教信仰の深 さ

と芸術魂が融勅 されて造 られた寺だ。元々は木造建築であったので、一定期間 をおい

て現在 まで再建 を重ねてきた。

 この後、古墳公園を観覧 した。新羅時代の王族 の古墳群がこの公園にあるが、特に

天馬塚が有名 である。1973年 の発掘当時発見 された副葬晶の中に白樺の皮 に描いた五

色燦欄の天馬図にその名 は由来 している。 この塚の中か らは約一万点の遺物が出土 し
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た。現在 、塚の中は遺物出土当時のまま再現 され ている。学生たちは古墳 の作 り方や

遺物な どを 日本の もの と比較 しなが ら真剣に説明を聞いていた。新羅時代 の古墳は、

大きい ドー ムの よ うな形を してい るのが特徴 である。当時は、 この古墳 よ り高い家を

建 てるのは禁止 され ていたそ うだ。公園の近 くで食事を して宿泊先のお寺に戻った。

7)7日 目(3月27日)

 釜 山の海辺 で 日の出を見るために寺を朝5時 に出発 した。釜山に着いたのが6時 過ぎ

で、 日の出はまだだった。風 も強 く、寒かったが、兄弟 のよ うにみんな体を寄せ合っ

て寒 さを凌 ぎなが ら日が出るのを待 った。6時30分 、 日の出が始まった。

 ゆっ くり昇 って くるまぶ しさを感 じさせ ない太 陽は幻想的だった。私 を含 めて実際

に 日の出 を見るのが初 めての人がほ とん どで、みんな感激 して歓声をあげた。早起き

は辛か ったけ ど、早起 きす る価値は十分あったとみんな喜んだ。

 朝食 を済ま して太宗台 に向かった。太宗台は影 島の東南端の突 き出 した岬にある公

園で、新羅の太宗武烈王が三国統一の基盤 を固めた後、この場所 で休憩 をとったこと

か らこの名 が付 けられ たと言 う。天候 のよい 日は、対馬 も見 られ るとい うことで、期

待 していたが、あいに く対馬 を見ることは出来なかった。 この公 園には、 自殺が絶え

ない場所があって、そ こに親子の銅像 を立ててか らは、 自殺をする人がなくなったと

い う。

 近 くの海岸 で少 し休 んだあ と、チャガルチ市場に行 った。この市場は韓 国戦争以来、

女性 が中心 となる市場形態を作ってきた。 ここは釜山の人々の生活力を感 じることの

出来 る韓国最大の魚市場だ。市場全体を見回ったあと、 自由行動時間に した。旅行の

最後の 日でもあったので、買い物が 目的だった。集合 した ときの買い物袋 を見ると、

最近 日本 で人気 のある岩 のりが一番多かった。私 と行動を別に したグループが通訳な

しに 自分 のほ しいもの を買ってきたことには感心 した。市場で夕食を とって、次の 日、

日本 への出発 のために国内線飛行機 で ソウルに戻 った。

 宿泊先 に着いて旅行 に参加 したメンバー何人かが親睦会 の組織を作 り始 めた。会長

が決ま り、副会長が決ま り、連絡網まで出来上がった。早々に第一回 目の親睦会の 日

まで決 まった。一 日目には知 らない人同士だった学生たちは、いっ しょに旅行 し行動

を共 にす る間 に、仲 良くなって明 日で別れて しま うのはさび しかったよ うだ。

8)8日 圓(3月28日)

 旅行 日程 の最後の朝食が終わって空港に向かった。朝食 の時間はいつ もよ り静かな

印象 を受けた。きっ と、みんな家に帰る喜びよ りもみんなと別れ るさび しさの方が大

きいのだ と思 った。金浦空港に着いて無事手続きを終えて、 日本に帰 った。
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5.ま とめ と反 省

 第一回の研修旅行が無事に終わって、参加 した学生や意味深い旅行が出来るよ うに

協力 して くだ さった方々に感謝の気持 ちでいっぱいである。

 参加 した学生はお互い見ず知 らず の人ではあったが、旅行の後半では非常に伸良 く

なっていた。 日本 に帰ってきてか らもその付 き合 いは続いていて、親睦会はすでに2

回開かれた。

 旅行の内容の面では、韓国の歴史、大学生 との交流、現代の様子など、韓国の様 々

な部分 を体験す ることが出来て よか った と思 う。学生た ちが何事 にも積極的に興味を

示 して参加 をす る姿は うつ くしくさえ見えた。

 今回 の旅行 の後、学生たちの韓国に対す るイメージが変わったこと、生 きたハ ング

ル を積極的に使お うとする学生が多 く現れた こと、また、今 までハングル に接 した こ

とのない学生の中か らハングル を習い始 めた学生が数人出たことは大きな成果 だ と言

える。 また、当た り前の ように思っていた 日本 を新 たに考え、客観的な目で見直す契

機 にもなった。

 反省 としては、初回 とい うこともあって、出発 の準備や 日程がスムーズに実行 でき

なかったことを挙 げられ るだろ う。 そ して、私が旅行の間、ガイ ドと通訳を務めてい

たわけだが、歴史 の遺跡地を見学す る際、案内文に書いてあるもの以外 に、もっ と詳

しく説 明が出来なかったことが悔や まれ る。以上の ことを参考 にして、これか らの研

修旅行は、もっ と有益 な旅行に したい と思 う。

【注 】

1.ハ ングルA,B,C,D、 ハ ングル とハングル圏の文化、朝鮮文化事情、朝鮮言語文化

 特論

2.お 店の人がお肉を焼きなが らこ しょうや塩が入 っているビンを投げた り、まわ し

 た りす る。

3.板 跳び:陰 暦の正月に若い女性が楽 しむ遊戯。長い板に中央の下にわ らを丸めた

 ものを支え台 として置き、板の両端 に人が乗 り交互に跳ね上がった り降 りた りす る。

【参考文献】

李 杜鉱、張 簿根、李 光奎(197a) 『韓国民俗学概説』普成文化社

韓国観光公社(1994)『 韓国 トラベルマニュアル』 ソウル新聞社

大韓民国海外広報館(1994)『 韓国のすべて』 白帝社

油谷幸利、門脇誠一、松尾 勇、高島淑郎(1993) 『朝鮮語辞典』小学館
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                旅行の感 想

 旅行の8目 問は、朝か ら晩まで動 き回って、実際の韓 国に触れ ることが出来て とて

もよか った と思います。中身の詰まった旅行で、す ごくいい思い出にな りま した。(人

文1年)

 最終 日に2時 間ほ ど自由時間をもらったのですが、非常に楽 しか ったです。少人数

で歩 いていると、韓国人 とB本 人が似ているので、自然 と町に溶 け込む ことが出来、

団体行動 をしているとき と違 い、外国にいることを実感できま した。 日本語が通 じな

い ところで、片言の韓国語 と英語 で買い物は出来たときは、海外旅行の醍醐味を感 じ

ま した。 (人文2年)

 慶州 は古墳がいっぱいある町で、初 めてバスか ら見たときは、何だかわか らな くて

不思議 だった。 お寺の天井は緑や青 を中心 とした色で、沖縄 と似ていると思 った。や

っぱ り竜 が建物を守っている。夕食は石焼 ビビンバだった。 とにか くおい しい。夜、

部屋 でお しゃべ りす るのが楽 しい。旅行をす ると仲良くなれる。 (人文3年)

 漢陽大学の学生 さん とソウルを歩いた。 けっこう緊張 したんだけど、すごくいい人

達で、色 々話せて楽 しく過 ごせた。来年 もこ うい う事をや ると、とて もいい と思 う。

や は り、実際に人 と話が出来 る機会がある といい。 (農学1年)

               石窟庵
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       信大 韓国語講 座童催 第1圃 韓 国研修旅行 日程

     2000年3月21日 ●2000年3月28Q(7泊8日)

3月21日(1日 目)

   17:00   ソウル着

   19:30   夕食

   21:00   宿泊先 ケ ミョン旅館到着

3,月22日 (2日 目)

   9:00   タブコル公園へ移動

   9:30   グループに分 け漢陽女子大生 と交流

  17:00   グループ集合

  18:30  国際交流支援団の会員 と夕食会

  21:00  宿泊先 ケ ミョン旅館到着

3,月23日(3日 目)

   9:30  ロッテホテル到着

  10:00   門店へ出発

  17:00   ロッテホテル到着

  19:00   買い物後、 ソウル タワーの レス トランで夕食

  21:00   ドンデムン市場へ

  23:00  宿泊先 ケ ミョン旅館到着

3,月24日(4日 目)

   8:00  天安へ出発

  10:00   独立記念館見学

  12:30   忠清北道 清州着、昼食

  14:00   自由行動

  19:30  夕食

  21:00   宿泊先 シュリ旅館到着

3月25日 (5日 目)

   9:30  慶 尚北道 慶州へ出発

  12:30  昼食

  14:00  慶州着 お もち祭 り見学

  17:00  宿泊先 慶尚南道 通度寺到着、夕食
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3.月26日 (6日 目)

   9:00   通度寺見学

  12:00  昼食

  13:30   石窟庵見学

  15:30   仏国寺見学

  16:30   古墳公園見学

  17:30  夕食

  21100   宿泊先 通度寺到着

3ノ弓27日 (7日 目)

   5:00  釜 山に向かって出発

   6:30   日の出を観 る。

   7:20  朝食

   9:30  太宗台

  11:30   釜(Jfタ ワー、チャガルチ市場

  19:50  金海空港か ら国内線飛行機 でソウルへ

  20:50   ソウル着

  21:00   宿泊先 空港旅館到着

3、月28日 (8日 目)

   9:30  朝食

  10:20   ソウル金浦空港到着

  12:00   名古屋へ出発

  13:30   名 古屋着 解散
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